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英語に前置詞は必要か? 33 
屈折接辞-s/却は，形容詞の語形変化を規定する。これらは，それぞれの
変異形が，同一範暗に所属することを保証する。これらの接辞の付与は，統
語的に制約された形態的現象である。
6. まとめ
本稿では，次の主張を行った。
(33) a.前置詞を，品詞から破棄する。
b.副詞を，品調から破棄する。
c.不変化詞 (particle) を導入する。
三点，補足する。①前置詞は，一対ーに不変化調に対応するわけではない。
H&Pは，直示語hereを前置詞と認定したが，本稿では形容詞に含有される。
②形容詞と副調の両方が付与された膨大な語 (east，far， clockwise)から，副
詞の記述が消滅する。これらの語葉の意昧と範時の記述が単純化される。③
[α+ -lyJ [s + -sJの形式は，語葉素ではない。これらの変異形は，語葉
項目から消滅する。
以下の表は，伝統文法， H&P，そして提案の枠組みにおいて，同一文の
同一要素に付与される品詞を集約したものである。
伝統文法 H&P 提案
(i) We left before the last act. 前置詞 前置詞 不変化詞
(ii)τbat was before he did. 接続詞 前置詞 不変化詞
(i)百lesun sank below the horizon 前置詞 前置調 不変化詞
(ii) 1 went below 副詞 前置詞 不変化詞
(i)百lechairs are downstairs. 副詞 前置詞 形容詞
(i)百ledownstairs bathroom 形容詞 形容調 形容詞
(i) Her performance was remarkable. 形容詞 形容詞 形容詞
(ii) She performed remarkably. 副調 副首司 形容詞
<範嘱変更案>に基づいた提案 (33)は，伝統文法と H&Pが内包する<複
合品詞現象>を解消する。提案 (33)は，<品詞規定条件>に則り， r形式
と意昧が類似する語形に 一つの品詞を与えるjという原則を貫徹させたも
のである。この提案は，前置調だけではなく，副詞の廃棄も含有する。これは，
「形容詞と副詞は，他のどのような品詞よりも類似するjという H&P自身
の主張 (527) とも整合する。
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